





加回収に応用したところ、ほぼ良好な結果が得られた。その濃縮効果は、 2 5 倍までは
ほぼ良好な回収結果が得られたが、 5 0 倍を越えると回収率が低下した。
そこで、本研修では、回収率の向上を目的に、昨年度使用の回相抽出カートリッジよ






2 ・ 1 試薬
標準物質として、和光純薬製のヘプタオキシエチレンドデシルエーテル {C12H250
(C2H40)7H , C12E07} を用いた。
OPEOnとして、東京化成製ポリオキシエチレンオクチルフエニルエーテル {C8H17
C6H40(C2H40)nH， OPEOn} はOPE010 (Toriton X -100) を使用した。
トルエン及びメタノールは、和光純薬製残留農薬・ PCB試験用を用いた。
その他の試薬は、試薬特級品(和光純薬製)を使用した。
2 ・ 2 装置
吸収スペクトル及び吸光度の測定は、目立200-20形吸光光度計を使用した。セ
ルは光路長 10mmのガラスセルを用いた。
注射筒は、 (株)エムエス社製 10m 1 用を用いた。
間相抽出カートリッジ(以下、カートリッジ)は、 Waters 製 Sep-PakPlus C18 (以
下、 C18 と略、修飾基 : -Si((CH3)2C18H37' 充填剤量: 360mg) 、 Waters 製SeP-
P泊cPlus C 18ENV (以下、 C 18ENVと略、修飾基: -Si((CH)ん.f\7' 充填剤量 :84
Omg) 及びWaters 製Sep-PakPlus CN (以下、 CN と略、修飾基Si(CH)にH2)3CN
充填剤量 : 36 Omg) カートリッジを用いた。
CNカートリッジは、使用前にトルエン 10m 1 、メタノール 10m 1 、精製水 1 0 
ml で、 C 18カートリッジ及びC 18 ENVカートリッジは、トルエン 5m 1 、メタノール




乾燥を 20分行い、 5%メタノールートルエンにより溶出した後、これに 7Mチオシア




3 ・ 1 C 18ENVカートリッジのコンデイショニングの検討
標準物質のC12E07 (5x10-8M)及び、 OPE010(5x10-~)を用いて、 C 18ENV カートリツ
ジの吸着・溶離のコンデイションについて検討を行った。その結果、 Sep-PakPlus C18 
同様トルエン 5ml 、メタノール 5ml 、精製水 10ml でコンデイショニングを行え
ば良いことがわかった。
3 • 2 非イオン界面活性剤の添加・回収率の検討




Tabl 1 Concentrated e百'ects by C 1 8and C 1 8ENV solid phase extraction 
( Enrichment factor Recovery, %) 
Samole Enrichment Added/ Found/ Recòvery, RSD, 
Volume factor μg μg C__ % * % (n=3) 1
100 ロ吐 10 (• 10ml) 12.5 12.4 99.4 0.8 
250ml 25 (• 10ml) 12.5 12.3 98.4 1.1 
500ml 50 (• 10ml) 12.5 12.1 96.8 1.3 
Sample Enrichment Added/ Found/ Recovery, RSD, 
Volume factor μg μg C18ENV% % (n=5) 
100 rr吐 10 (• 10ml) 12.5 12.48 99.8 0.5 
250 rr吐 25 (• 10ml) 12.5 12.43 99.4 0.7 
500ml 50 (• 10ml) 12.5 12.38 99.0 1.0 
*:平成 14年度 日常研修報告データー









3. 3. 1 市販粉石鹸
市販の粉石鹸25mg を蒸留水に溶解し 100ml とした( 1 法)。添加・回収は







3. 3. 2 A 液体洗剤
市販の液体洗剤 1 0μl を蒸留水に溶解し 100m 1 とした (ll 法)。この溶液の 1



























実験測定値: 22. 8% (n=5) 


















るが、それでも回収率は商品表示値より低かった。 EOn の n の数 7 及び 1 0 を基準物
質としているため、使用商品の n数の違いによるものと思われる。
4. おわりに
回相抽出法による非イオン界面活性剤の定量法の確立と環境試料への応用を試みた
が、測定結果はやや負の誤差となった。
C lsENVカートリツジは、吸着・溶離に時間を要するが、減圧調製装置等を使用す
れば、解消できる。
本法は、コンパクトで少ない器具でしかも簡単な操作で濃縮ができるため、現場での
前処理に適しているといえる。
ハhu??
